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ミヤ マカ ラス アゲ ハ と カラ ス ア ゲハ の 自然 交尾 





広井 昭男 


A natural pairing between a male Papilio bianor dehaani 
C. et R. FErpgs and a female Papilio maackit FENTON 


By Akio Hiror 


1961 年 の 阿 江 茂 氏 の 論 六 「 ア ゲハ チョ ウ 科 の 種 間 雑種 の 研究 」 を 読み , アゲ デハ チョ ウッ 属 の 自然 雑 交 の ゃ を 採集 し 
た いと 思い , 野外 採集 の 機会 ある ご と に 注意 を 怠ら な か っ た 。 た また ま 1965 年 8 月 3 日, 山梨 県 北巨摩 郡 甘利 山 へ 
採集 を 試み た 折 . ミヤ マカ ラス アゲ ハ ゃ (Papilio maackii tutanus FENTON) と カラ ス ア ゲハ 人 の (Papilio bianor 
dehaanii C. et R. FrLDER) が 交尾 し て いる の を 発見 し , 同 $ より 雑種 幼虫 を 得る こと が で きた 。 過去 数 年 注意 
し て きた に も か か わら ず , こと れ 以 前 に は 自然 状態 に お いて 雑 交 し て いる も の は 発見 し た と と が な い の で , と の 例 は 
珍し いも の と 思い , と と 交尾 の 観察 と その 後 の 経過 を 報告 する 。 

当日 は 晴天 無風 で あっ た 。 甘利 山 構 池 に 至る 滝 木 の 多い 曲り くね っ た 山道 の 中 上 腹 (標高 約 1200m) 付近 に お い 
て , 午前 9 時 5 分 , 山側 の 斜面 右側 の 滝 木 に 交尾 中 の ミヤ マカ ラス アゲ ハ *\ と カラ ス ア ゲハ が 静止 し て いる の を 
発見 し た 。 ミ ヤマ カラ ス ア ゲハ タタ は 上 部 に 贅 を 開い て と まり , カラ ス ア ゲハ は 交 を 閉じ て ぶら 下がり , 腹部 の 収縮 
運動 が 認め られ た 。 と の 状態 で 28 分 が 経過 し た と き さ ⑧ は 落下 する よう に 離れ た の で , 飛翔 寸前 を 採集 し た 。 ゃ は そ 
の まま の 姿勢 で 滝 木 を 谷 る よう な 動作 を 示し て 後 , 飛び 出 そ う と し た と と ころ を 採集 し た 。 カラ ス ア ゲハ る の 方 は か 
な り 破 損し て お り , 羽化 後 少な くも 数 日 は 経て いる も の と 思わ れ た が , ミヤ マカ ラス アゲ ハ \ の 方 は 新鮮 で 超 脈 も 
末 だ や わら か な 羽化 直後 の も の で あっ た 。 甘利 山 で は 両 種 と も 普通 で 個体 数 も 多い と され て いる が , 私 の 見 た 範囲 
で は ミヤ マカ ラス アゲ ハ は 少な く , カラ ス ア ゲハ が 圧倒 的 に 多い よう で あっ た 。 中 腹 一 山麓 付近 で 夕刻 前 な ど に 山 
路 の 水たまり に 来 集 す る 個体 を みて も は ほとんど 全部 が カラ ス ア ゲハ で あっ た 。 

と の ミヤ マカ ラス アゲ ハ の は 生か し て 持ち 帰り , 採卵 お よび その 後 の 鈴 察 を 高倉 忠 博 氏 に 依頼 し た 。 同氏 に よ 
れ ば 8 月 7 日 に 庭 の キハ ダ に 木綿 の 袋 を か け て 採卵 し た と と ろ , 8 月 15 日 頃 死 亡 す る まで に 約 130 卵 を 産ん だ が , 
1 卵 の み 8 月 16 日 に ふ化 し , 他 は 黒 変 ま た は 乾 固 し て 幼虫 の 形成 が 認め られ な か っ た と の と と で ある 。 な お ふ化 し 
た 幼虫 は 終 令 に まで 達し た が 成 蒸 せ ず 死 亡 し た 由 で , 2 合 以 後 は カラ ス ア ゲハ より ミヤ マカ ラス アゲ ハ の 幼虫 た 似 
て いた が , 腹部 後 端 の 突起 は ミヤ マカ ラス アゲ ハ は ほど 長く な く , また 終 令 幼 虫 の 胸部 の 黄色 帯 も 緑色 を 帯び て いた 
と 私 に 報告 され た 。 

と の よう に 雑 交 し た \ か ら 得 られ た 卵 は , 人 工 ・ 自 然 交 配 の いずれ の 場合 で も ふ化 率 が 悪く 。 まれ に 生じ た 幼虫 
も 生活 力 に を し く , その 飼育 の 成功 率 は きわ め て 低い と 結論 で きる よう に 思わ れる 。 な お 一 層 今 後 も 種々 の 雑 交 例 
を 野外 に 求め て , 阿 江 氏 の 実験 の 自然 に お ける 追試 と も いう べき 研究 を 続け た く 思 っ て いる 。 

と の 報告 を 作る に あたっ て 採卵 お よび 飼育 を 御 引 受け 頂き , 終始 御 助 を た まわ っ た 高倉 忠 博 氏 に 厚く 御礼 申し 
上 げ ま す 。 ま た と の 報告 に 目 を 通し て 頂い た 阿 江 茂 氏 , 日 どろ 御 指導 を 頂く 野上 雅生 氏 ( に 深く 感謝 致し ます 。 

SUMMARY 






































In August 1965 the writer witnessed a pairing between a female Papilio maackii and a male 
Papilio bianor at a point about 1,200m above sea level near Mt Amari, Yamanashi Prefecture. 
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After the butterflies parted they were collected separately,and the female, then very fresh, was 
]ater entrusted to an LSJ member for egg-laying, The female laid altogether about 130 eggs on 
Phellodendron amurense, but only one of them produced a larva, the rest either rotting or shrin- 
king. The larva, more like that of P. maackii than to P. bianor in outlook, grew until after the 
fourth moult. However, its growth stopped soon afterwards and died. As Dr. S. A. Ae (Tyo to Ga, 
Vo1. XII, Pt. 4, 1961) has indicated, the hatchability of eggs and the vitality of hybrid laryae 
seem to be poor between these two species, no matter how the hybridizing pairing may be effe- 
cted either artificially or spontaneouS1Y. 
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An aberrant form of Araschnia burejana strigosa Burrgs found in Hokkaido 


By Ssyoco KanDA 





Araschnia 属 2 種 の 季節 的 変異 は 最も 著名 で あり , 飼育 実験 等 に より 春 型 ・ 夏 型 の いずれ に も 属し な い 斑 紋 異 
常 型 が 得 ら れ て いる が , 著者 は 1964 年 , 北海 道 定 山 漢 (八剣 山 ) へ ヘ 、 ジ ョ ウザ ン シ ジ ミ を 採集 に 行っ た 際 , 花 上 に 止 
っ て いる Araschnia burejana strigosa BUTLER サカ ハチ チョ ウ の 斑紋 異常 型 を 採集 し た 。 





サカ ハチ チョ ウ の 異常 型 $ ( 諾 , 表面 右 , 裏面 ) 


と の よう に , 自然 界 に 於 て 本 種 の 異常 型 を 採集 し た と いう と と は 珍し いと と で , 本 種 の 変異 傾向 の 研究 に 何ら か 
の 参考 に な る と 思い , こと と に 報告 し ます 。 

北海 道 定山渓 ( 八 后 山南 登山 口 附近 ), 1 $, 1964 年 5 月 17 日 , 神田 正 五 採集 な ら び に 保管 , 前 學 長 18mm. 
採集 し た 異常 型 は 当然 strzgosa ( 春 型 ) と な る べき 個体 で ある が , 前 後 次 表面 は 栓 褐色 鱗 と 黒色 鱗 に よる 淀 状 模 
様 は 認め られ ず (前 超 中 室 端 お よび 第 1 室 に その 痕跡 らし き 椅 褐色 鱗 が 認め られ る )), 槍 褐 色 鱗 が 融合 , 発達 し て 
一 大 村 褐 色 紋 と な り , 色彩 は 基本 型 ( 春 型 ) の それ より 明る く 臣 味 を お びる 。 

前 後 凌 裏面 は strigosa, fallax ( 春 , 夏 型 ) 共に 見 られ る 一 文字 の 模様 は 認め られ ず , 共に その 基部 の 濃 褐 色 部 
を 除き strigosg ( 春 型 ) の 一 交 字 模様 を 形成 する 乳白 色 鱗 に より 大 半 が 占め られ る 。 また 亜 外 縁 部 に は 細 黒 淀 紋 が 
走る 。 
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